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1. 調査団員・氏名 

氏  名 担当業務 現  職 

小林 秀弥 総括 

独立行政法人 国際協力機構 

無償資金協力部 業務第二グループ 

教育・職業訓練チーム 

山田 理 施設計画管理 
独立行政法人 国際協力機構 

無償資金協力調査員 

岩瀬 英明 計画管理 

独立行政法人 国際協力機構 

無償資金協力部 管理・調整グループ 

管理チーム ジュニア専門員 

長谷川 庄司 調達管理計画 
財団法人 日本国際協力システム 

業務部 プログラムマネージャー 

南 直行 業務主任 八千代エンジニヤリング（株） 

今井 進 施設計画・設計 1 八千代エンジニヤリング（株） 

中村 栄 施設計画・設計 2/社会環境 日本技術開発（株） 

小田 幸司 施設計画・設計 3 八千代エンジニヤリング（株） 

山本 寿幸 施工調達計画・積算 八千代エンジニヤリング（株） 

佐藤 信一郎 自然条件調査 八千代エンジニヤリング（株） 

小林 辰哉 業務調整 八千代エンジニヤリング（株） 

 



2.    調査行程　（第1次現地調査）

業務主任
施設計画
・設計２

／社会環境
業務調整

施設計画・設
計１

自然条件調査
施工調達計画

・積算

総括：小林秀弥
施設計画管理：山田理 (現地
参加）
計画管理：岩瀬英明
調達管理計画：長谷川庄司

南直行 中村栄 小林辰哉 今井進 佐藤信一郎 山本壽幸

1 2月24日 日
移動［東京（10:50）NH953→ﾊﾞ
ﾝｺｸ（16:05）］

ﾊﾞﾝｺｸ

2 2月25日 月 ﾀﾞｯｶ

3 2月26日 火 ﾀﾞｯｶ

4 2月27日 水 ﾀﾞｯｶ

5 2月28日 木 ﾎﾟﾄｩｱｶﾘ

6 2月29日 金
官、A：ﾀﾞｯｶ
B：ﾎﾟﾄｩｱｶﾘ

7 3月1日 土
官、A：ﾀﾞｯｶ
B：ﾎﾟﾄｩｱｶﾘ

8 3月2日 日
官、A：ﾀﾞｯｶ
B：ﾎﾟﾄｩｱｶﾘ

9 3月3日 月
官、A：ﾀﾞｯｶ
B：ﾎﾟﾄｩｱｶﾘ

ﾀﾞｯｶ23:55　SQ435　→ｼﾝｶﾞ
ﾎﾟｰﾙ 5:55

11 3月5日 水
ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 8:35 NH112→成田
16:15

A：ｸﾙﾅ
B：ﾎﾞﾙｸﾞﾅ

12 3月6日 木
A：ｸﾙﾅ
B：ﾎﾞﾙｸﾞﾅ

13 3月7日 金
A：ｸﾙﾅ
B：ﾎﾞﾙｸﾞﾅ

14 3月8日 土 ｸﾙﾅ

15 3月9日 日 ｸﾙﾅ

16 3月10日 月 ｸﾙﾅ

17 3月11日 火
移動［ｸﾙﾅ→
ﾀﾞｯｶ］

ｸﾙﾅ
山本：ﾀﾞｯｶ

18 3月12日 水

移動［ﾀﾞｯｶ
（13:20）
TG322→ ﾊﾞﾝｺ
ｸ（16:35）］
移動［ﾊﾞﾝｺｸ
（22:30）
JL718→機中］

ｸﾙﾅ

19 3月13日 木 東京着（06:15） ﾀﾞｯｶ

20 3月14日 金 ﾀﾞｯｶ
21 3月15日 土 ﾀﾞｯｶ

22 3月16日 日 ﾀﾞｯｶ

23 3月17日 月 ﾀﾞｯｶ

24 3月18日 火

AM: 地方電化
局訪問
PM: 現地再委
託業者との契
約手続き

AM: MoPMEと
の協議
PM: ﾌﾟﾛｸﾞﾚｽﾚ
ﾎﾟｰﾄ作成等

現地再委託業
者との打合せ及
び契約手続き

ﾀﾞｯｶ

25 3月19日 水
市場調査、見
積書収集

AM: LGEDとの
協議
PM: ﾌﾟﾛｸﾞﾚｽﾚ
ﾎﾟｰﾄ作成等

市場調査、見
積書収集

ﾀﾞｯｶ

26 3月20日 木
市場調査、見
積書収集

AM: MoPMEと
の協議
PM: ﾌﾟﾛｸﾞﾚｽﾚ
ﾎﾟｰﾄ作成等

市場調査、見
積書収集

ﾀﾞｯｶ

27 3月21日 金 ﾀﾞｯｶ
28 3月22日 土 ﾀﾞｯｶ
29 3月23日 日 ﾀﾞｯｶ

30 3月24日 月 ﾀﾞｯｶ

31 3月25日 火

32 3月26日 水
LGED 地方自治・農村開発・組合省　地方建設局
MoFDM 食料・防災省
MoPME 初等大衆教育省
ERD 対外経済関係局

ﾌﾟﾛｸﾞﾚｽﾚﾎﾟｰﾄ作成、市場調査等
ﾌﾟﾛｸﾞﾚｽﾚﾎﾟｰﾄ作成、市場調査等
LGEDとのﾃｸﾆｶﾙ・ﾉｰﾄ、ﾌﾟﾛｸﾞﾚｽﾚﾎﾟｰﾄ協議

移動［ｸﾙﾅ→ﾀﾞｯｶ］
現地業者との打合せ
収集資料・データ整理
収集資料・データ整理
AM: LGEDとの対象サイト及びプロトタイプ協議
PM: 現地業者との打合せ
AM: LGEDとの対象サイト決定に係る協議
PM: 現地再委託業者との打合せ

AM: MoPMEとの協議
PM: ﾃｸﾆｶﾙ・ﾉｰﾄ、ﾌﾟﾛｸﾞﾚｽﾚﾎﾟｰ
ﾄ作成等

AM: LGEDとの協議
PM: ﾃｸﾆｶﾙ・ﾉｰﾄ、ﾌﾟﾛｸﾞﾚｽﾚﾎﾟｰ
ﾄ作成等

A：ﾀﾞｯｶ
B：ﾎﾟﾄｩｱｶﾘ

移動［ﾀﾞｯｶ→ｸﾙﾅ］ 対象ｻｲﾄ調査（ﾎﾞﾙｸﾞﾅ）

対象ｻｲﾄ調査（ﾊﾞｹﾞﾙﾊｯﾄ） 対象ｻｲﾄ調査（ﾎﾞﾙｸﾞﾅ）

対象ｻｲﾄ調査（ﾎﾞﾙｸﾞﾅ）

宿泊地

AM: MoPME及びMoFDM表敬
PM: IDB表敬、団内協議

AM: 現地業者との打合せ
PM: 現地業者との打合せ、団内協議

AM: 移動［ﾀﾞｯｶ→ﾎﾞﾘｼｬﾙ→ﾎﾟﾄｩｱｶﾘ］
PM: 対象ｻｲﾄ調査（ﾎﾟﾄｩｱｶﾘ）

AM: MoPMEとの協議
PM: LGEDとの協議

コンサルタント　Aグループ コンサルタント　Bグループ

移動［東京（10:55）JL717→ﾊﾞﾝｺｸ（16:00）］

移動［ﾊﾞﾝｺｸ（10:40）TG321→ﾀﾞｯｶ（12:10）］
PM: JICAﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ事務所にて協議（EOJ合同）

対象ｻｲﾄ調査（ﾎﾟﾄｩｱｶﾘ）

対象ｻｲﾄ調査（ﾎﾟﾄｩｱｶﾘ）

対象ｻｲﾄ調査（ﾎﾟﾄｩｱｶﾘ）

AM: 対象ｻｲﾄ調査（ﾎﾟﾄｩｱｶﾘ）
PM: 移動［ﾎﾟﾄｩｱｶﾘ→ﾎﾞﾘｼｬﾙ→ﾀﾞｯｶ］

対象ｻｲﾄ調査（ﾎﾟﾄｩｱｶﾘ）

日
順

月日
曜
日

官団員

10 3月4日 火

AM: M/D署名
PM: EOJ表敬、団内協議

建設事情調査
現地業者との打合せ

対象ｻｲﾄ調査（ﾋﾟﾛｼﾞﾌﾟｰﾙ）

対象ｻｲﾄ調査（ﾋﾟﾛｼﾞﾌﾟｰﾙ）

対象ｻｲﾄ調査（ﾊﾞｹﾞﾙﾊｯﾄ） 対象ｻｲﾄ調査（ﾎﾞﾙｸﾞﾅ）

対象ｻｲﾄ調査（ﾊﾞｹﾞﾙﾊｯﾄ） 移動［ﾎﾞﾙｸﾞﾅ→ﾎﾟﾄｩｱｶﾘ→ﾎﾞﾘｼｬﾙ→ｸﾙﾅ］

建設事情調査及び市場調査
現地業者との打合せ

移動［ﾀﾞｯｶ（13:20）TG322→ﾊﾞﾝｺｸ（16:35）］
移動［ﾊﾞﾝｺｸ（22:30）JL718→機中］
東京着（06:15）

AM: ADB表敬
PM: ｲﾝｾﾌﾟｼｮﾝ・ﾚﾎﾟｰﾄ合同協議（ERD、PC、MoFDM、MoPME及びLGED）

AM: LGEDとのM/D協議
PM: 団内協議
AM: PC及びLGEDとのM/D協議
PM: 団内協議

AM: LGEDからのﾃｸﾆｶﾙ・ﾉｰﾄ、ﾌﾟﾛｸﾞﾚｽﾚﾎﾟｰﾄ承認取得
PM: EOJ及びJICAﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ事務所表敬、調査結果報告

団内協議

AM: DPHE訪問、LGEDとの打合
せ
PM: 団内協議

対象ｻｲﾄ調査（ﾊﾞｹﾞﾙﾊｯﾄ）
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(第2次現地調査)

業務主任 施設計画・設計３
施工調達計画・積

算
自然条件調査

小林秀弥 南直行 小田幸司 山本壽幸 佐藤信一郎

1 5月6日 火

2 5月7日 水

3 5月8日 木

4 5月9日 金

5 5月10日 土
移動［東京（10:30）JL717→バ
ンコク（15:05）］

移動［バンコク（10:35）TG321→
ダッカ（12:00）］

8 5月13日 火 移動[ダッカ→クルナ]
LGEDミニッツ協議、
関係機関協議

移動[ダッカ→クルナ] ダッカ クルナ

9 5月14日 水 現地調査:D4,A2
LGEDミニッツ協議、
関係機関協議

現地調査:D4,A2 ダッカ クルナ

ミニッツ署名、JICA・
EOJ表敬・協議

移動［ダッカ（23:55）SQ435→機
中]

LGED協議 LGED協議

11 5月16日 金
シンガポール着（05:55）
移動［シンガポール
（08:20)NH112→成田（16:20）]

移動［ダッカ→ポトゥ
アカリ］

現地調査:B2,B9
移動［ダッカ→ポトゥ
アカリ］

現地調査:B2,B9

12 5月17日 土

13 5月18日 日

14 5月19日 月

15 5月20日 火

16 5月21日 水

17 5月22日 木

LGED 地方自治・農村開発・組合省　地方建設局

MoFDM 食料・防災省

MoPME 初等大衆教育省

ERD 対外経済関係局

ダッカ

コンサルBコンサルA

移動
［東京（10:30）JL717→バンコク（15:05）］

移動
［バンコク（10:35）TG321→ダッカ（12:00）］

移動
［東京（10:55）JL717→バンコク（16:00）］

移動
［バンコク（10:35）TG321→ダッカ（12:00）］
PM：JICA表敬・協議

JICA、再委託業者との打合せ

現地再委託業者との打合せ及び契約手
続き

詳細設計、入札図書作成　再委託準備

7 月

5月11日6 日

成田着（06:30）

日順

5月12日

月日 曜日
官団員

移動[クルナ→ダッカ]　（祝日）

移動［ダッカ（13:10）TG322→バンコク（16:35）］
［バンコク（22:25）JL718 →機中］

10 5月15日

対象サイト補完調査、LGEDポトゥアカリ協議

対象サイト補完調査、LGEDボルグナ協議

対象サイト補完調査、LGEDピロジプール、バゲルハット協議

木

ミニッツ署名、JICA・EOJ表敬・協議

現地調査:A11,A8 現地調査:A11,A8

宿泊地

バンコク

ダッカ

ダッカ

ダッカ

ダッカ

クルナ

詳細設計、入札図書作成　再委託準備

PM:　JICA表敬・協議

LGED中間報告・協議、計画概要確認

詳細設計、入札図書作成　再委託契約・発注

LGEDミニッツ協議、関係機関協議

LGEDミニッツ協議、関係機関協議

ダッカ

機中泊

ポトゥアカリ

ダッカ

ポトゥアカリ

ボリシャル

クルナ

ダッカ
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業務主任 施工調達計画・積算 施設計画・設計３

南直行 山本壽幸 小田幸司

1 6月20日 金
移動［東京（10:55）JL717→バンコク
（16:00）］

バンコク

2 6月21日 土
移動［バンコク（10:35）TG321→ダッ
カ（12:00）］ 16:00　JICS打合せ

ダッカ

3 6月22日 日
移動［東京（16:15）JL703→バンコク
（16:00）］

10:00　詳細設計・入札図書案打合 ダッカ

移動［バンコク（10:35）TG321→ダッ
カ（12:00）］

詳細設計
入札図書案打合

ダッカ

5 6月24日 火 ダッカ

6 6月25日 水 ダッカ

7 6月26日 木 ダッカ

8 6月27日 金 ダッカ

9 6月28日 土
移動［ダッカ（13:10）TG322→バンコ
ク（16:35）］
［バンコク（22:25）JL718 →機中］

詳細設計・入札図書案打合
バンコク
ダッカ

10 6月29日 日 成田着（06:30） 詳細設計・入札図書案打合 ダッカ

11 6月30日 月 詳細設計・入札図書案打合 ダッカ

12 7月1日 火 詳細設計・入札図書案打合 ダッカ

13 7月2日 水 詳細設計・入札図書案打合 ダッカ

14 7月3日 木
詳細設計・入札図書案打合
15：00　LGED　HQ打合

ダッカ

15 7月4日 金 資料整理 ダッカ

16 7月5日 土 詳細設計・入札図書案打合 ダッカ

17 7月6日 日 詳細設計・入札図書案打合 ダッカ

18 7月7日 月
詳細設計・入札図書案打合
10:00 LGED　HQ打合

ダッカ

19 7月8日 火 詳細設計・入札図書案打合 ダッカ

20 7月9日 水 詳細設計・入札図書案打合 ダッカ

21 7月10日 木
詳細設計・入札図書案打合
入札図書案第一稿照査

ダッカ

22 7月11日 金 資料整理 ダッカ

23 7月12日 土 詳細設計・入札図書案打合 ダッカ

24 7月13日 日
詳細設計・入札図書案打合
15:30 LGED　HQ打合

ダッカ

25 7月14日 月 詳細設計・入札図書案打合 ダッカ

26 7月15日 火
詳細設計・入札図書案打合
LGED　HQ打合

ダッカ

27 7月16日 水
移動［東京（16:00）JL703→バンコク
（21:05）］

詳細設計・入札図書案打合
バンコク
ダッカ

28 7月17日 木
移動［バンコク（10:35）TG321→ダッ
カ（12:00）］
詳細設計・入札図書案打合

詳細設計・入札図書案打合 ダッカ

29 7月18日 金 入札図書作成参考資料チェック 入札図書作成参考資料チェック ダッカ

30 7月19日 土 入札図書作成参考資料　印刷 入札図書作成参考資料　印刷 ダッカ

31 7月20日 日

10:00 JICA表敬・協議
15:00　ERD表敬・協議
16:00　LGED概略設計調査報告書
及び入札図書作成参考資料協議

10:00 JICA表敬・協議
15:00　ERD表敬・協議
16:00　LGED概略設計調査報告書
及び入札図書作成参考資料協議

ダッカ

32 7月21日 月 LGED協議 LGED協議 ダッカ

33 7月22日 火 16:00 LGED協議 16:00 LGED協議 ダッカ

34 7月23日 水
概略設計調査報告書及び入札図
書作成参考資料LGED　合意

概略設計調査報告書及び入札図
書作成参考資料LGED　合意

ダッカ

35 7月24日 木
10:30 EoJ & USAID打合
入札図書準備

10:30 EoJ & USAID打合
入札図書準備

ダッカ

36 7月25日 金
移動［ダッカ（13:10）TG322→バンコ
ク（16:35）］
［バンコク（22:25）JL718 →機中］

移動［ダッカ（13:10）TG322→バンコ
ク（16:35）］
［バンコク（22:25）JL718 →機中］

機中

37 7月26日 土 成田着（06:30） 成田着（06:30）

LGED 地方自治技術局

MoFDM 食料防災省

MoPME 初等大衆教育省

ERD 対外経済関係局

4 6月23日 月
16:00　JICS入札打合せ

15:00　詳細設計・入札図書案打合

11:00　JICA表敬訪問

詳細設計・入札図書案打合
15:00　LGED HQ表敬訪問　入札スケジュール協議

団内会議

(第3次現地調査)

宿泊地日順 月日 曜日
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3. 相手国関係者リスト 

 所属及び氏名 職位 

計画省 
Ministry of Planning (MoP) 

Mr. Jafor Ahmed Chowdhury Secretary, Planning Division 

Mr. Md. Shah Alam Member 

Mr. Idris Ali Dewan Division Chief, Programming Division 

Mr. Hmidur Rahman Division Chief, Agriculture Division  

Mr. Abdur Razzak Division Chief, SEI Division 

Mr. Md. Khaledur Rahman Joint Chief, Programming Division 

対外経済関係局 
Economic Relations Division (ERD) 

Mr. Amitar Chakraverty Deputy Secretary 

Ms. Nasreen Akhtar Chowdhury Deputy Secretary 

初等大衆教育省 
Ministry of Primary and Mass Education (MoPME) 

Mr. M. Musharraf Hossain Bhuiyan Secretary 

Mr. A. S. Shameem Ahmed Joint Secretary to the Government 

Mr. Zakir Hossain Depury Chief 

Mr. Mirza Md. Mohiuddin Assistant Chief 

Mr. Md. Abul Kashem Bhuyian Director, Directorate of Primary Education (DPE) 

Md. Mosius Rahman Deputy Secretary, DPE 

食料・防災省 
Ministry of Food and Disaster Management (MoFDM) 

Mr. A.K.M. Abdul Awal Mazumder Additional Secretary 

Mr. Abdul Bari Khan Additional Secretary 

Mr. Moral Hassain Deputy Chief 

Mr. Md. Monowar Hossain Senior Assistant Chief 

環境・森林省 
Ministry of Environment and Forest (MoEF) 

Mr. Md. Sohrab Ali Deputy Director, Department of Environment 

地方自治・農村開発・組合省 
Ministry of Local Government, Rural Development and Cooperatives (MLGRD&C) 

 地方自治部門 
Local Government Division 

Mr. Mirza Rahman Joint Secretary 

Mr. Md. Ansar Ali Khan Deputy Secretary 

Mr. A.A.M. Nasibul Kuwal Deputy Secretary 

Ms. Mahmuda Sharmeen Benu Deputy Secretary 
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Mr. Md. Shamsul Karim Bhuiyan Deputy Chief 

 地方自治技術局 
Local Government Engineering Department (LGED) 

Mr. Shahidul Hasan Chief Engineer 

Mr. Md. Wahidur Rahman Additional Chief Engineer 

Mr. Md. Nurul Islam Additional Chief Engineer (Planning) 

Mr. Md. Rezaul Karim Executive Engineer 

Mr. Shahriar Khan Executive Engineer 

Mr. A. F. M. Munibur Rahman Project Director 

Mr. Md. Abul Kalam Azad Project Director 

Mr. Moahlesur Rahman Assistant Engineer 

Mr. Mahbub Imam Morshed Assistant Engineer 

Mr. Md. Monjur Ali Assistant Engineer (PEDP) 

Mr. Md. Ataullah Bhuiya Project Coordinator 

Mr. Samser Ali Executive Engineer, Bagerhat 

Mr. Abu Sayed Assistant Engineer, Bagerhat 

Mr. Anupam Pal Upazila Engineer, Sharamkhola, Bagerhat 

Mr. Abul Kamal Upazila Engineer, Morrelgonj, Bagerhat 

Mr. Mamun Khan Upazila Engineer, Rampal, Bagerhat 

Mr. Narayor Chauda Upazila Engineer, Mongla, Bagerhat 

Mr. Rabiul Islam Upazila Engineer, Sadar, Bagerhat 

Mr. Nazmul Alam Executive Engineer, Barguna 

Mr. Dewan AbdusSabur Upazila Engineer, Sadar, Barguna 

Mr. Md. Atiar Rahman Upazila Engineer, Amtali, Barguna 

Mr. Proshanto Ar Haldes Upazila Engineer, Patharghata, Barguna 

Mr. Md. Abdus Salam Mondol Executive Engineer, Patuakhali 

Mr. Md. Rafiqul Islam Upazila Engineer, Kalapara, Patuakhali 

Mr. Md. Mehedi Hassan Upazila Engineer, Sadar, Patuakhali 

Mr. Molla Abul Bashar Executive Engineer, Pirojpur 

Mr. Jakir Mir Upazila Engineer, Bandaria, Pirojpur 

Mr. Humaun Kabir Upazila Engineer, Mathbaria, Pirojpur 

Mr. Md. Harun Rashid Upazila Engineer, Mathbaria, Pirojpur 

Mr. Badsha Miya Upazila Engineer, Kawkhali, Pirojpur 

公衆衛生技術局 
Department of Public Health Engineering (DPHE) 

Mr. Shudir Kumar Ghosh Executive Engineer, DPHE Bhaba 

Mr. Md. Shamsul Alam Executive Engineer, Bagerhat 

Mr. Moniruzzoman Executive Engineer, Patuakhali and Barguna 

Mr. Md. Shamsul Haq Bhiyan Executive Engineer, Pirojpur 
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地方電化局 
Rural Electrification Board (REB) 

Mr. Kaiser Ahmed Director, Renewable Energy Division 

英国国際開発省 
Department for International Development (DFID) 

Mr. Fazle Rabbani Education Adviser 

Dr. P. K. Das Consultant 

アジア開発銀行 
Asian Development Bank (ADB) 

Mr. Stefan Ekelund Head Transport 

Mr. Brajesh P. Panth Program Manager, PEDP II 

Mr. K. M. Maqsoodul Mannan Implementation Specialist 
Program Liaison Unit, PEDP II 

イスラム開発銀行 
Islamic Development Bank (IDB) 

Mr. Md. Sayef Uddin Representative for Bangladesh 

在バングラデシュ日本国大使館 
Embassy of Japan in Bangladesh 

Mr. Masami Tamura 田村正巳 

Mr. Yoshihiro Sakakibara 榊原佳広 

Counsellor 

First Secretary 

Mr. Yuichi Inagaki 稲垣融一 Second Secretary 

JICA バングラデシュ事務所 
JICA Bangladesh Office 

Ms. Nobuko Kayashima 萱島信子 Resident Representative 

Mr. Cho Eiichiro 長英一郎 Additional Resident Representative 

Mr. Mitsuaki Suzuki 鈴木光明 Deputy Resident Representative 

Mr. Hideki Katayama 片山英城 

Mr. Sayedul Arefin  

Project Formulation Adviser 

Deputy Director 

JICA Expert 専門家 

Mr. Susumu Sugatani 管谷晋 

Mr. Toshiro Tsubota 坪田俊郎 

Expert (Rural Infrastructure Development Advisor) 

Expert (Rural Infrastructure Development Advisor) 

Mr. Yasumasa Nagaoka 長岡康雅 Expert (Education Advisor) 

Mr. Ryuji Ogata  Expert (Arsenic Mitigation Advisor) 
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5. 事業事前計画表（概略設計時） 

１．案件名 
バングラデシュ人民共和国  
サイクロン「シドル」被災地域多目的サイクロンシェルター建設計画 
（防災・災害復興支援無償プログラム型） 

２．要請の背景（協力の必要性・位置付け） 

2007 年 11 月 15 日から 16 日にかけて、バングラデシュ国（以下「バ」国）に過去最大級の

サイクロン「シルド」が上陸し、国内 64 県のうち 30 県が被災した。「バ」国政府発表では、

被災者数 892 万人、死者 3,363 人、行方不明 871 人を数え、特にサイクロンが上陸した南西

部の 4 県（ピロジプール、ポトゥアカリ、バゲルハット、ボルグナ）の被災状況は甚大であ

った。 
JICA は災害復興支援の円滑な実施のために、12 月 8 日から同 18 日までバングラデシュサ

イクロン災害復興支援ニーズアセスメント調査団を派遣し、被災状況の把握、復旧・復興に

関する中長期的ニーズの確認、復旧・復興段階で必要な支援の検討を実施した。このニーズ

アセスメント調査の結果を踏まえると、同中・長期的な支援ニーズのうちサイクロンシェル

ターについては絶対数が足りず、今回のサイクロン来襲時にも避難できなかった住民が多数

存在したことが報告されており、最も優先的に支援すべき分野であるとされている。また、

サイクロン災害被害は特に貧困層にとって避けがたいものとなっている。このため、被災の

大きかった 4 県のサイクロンシェルターの建設等に係る要請が「バ」国政府からあった。 

３．プロジェクト全体計画概要 
（１）プロジェクト全体計画の目標（裨益対象の範囲、及び規模） 

多目的サイクロンシェルター（小学校兼サイクロンシェルター）38棟（延べ面積23,517

㎡、全教室数114）が建設され、サイクロンシェルター周辺住民のサイクロン被災のリス

クが軽減され、対象校の教育環境が改善される。 

裨益の対象と範囲：▾ポトゥアカリ、ボルグナ、ピロジプール、バゲルハット県の 
新たな避難可能住民62,200人（サイクロンシェルター収容人

員） 

▾対象校の児童6,470人（就学前教育を含み7,870人） 

（２）プロジェクト全体計画の成果 

多目的サイクロンシェルター（小学校兼サイクロンシェルター）38棟（延べ面積23,517

㎡、全教室数114）が建設される。 

（３）プロジェクト全体計画の主要活動 

多目的サイクロンシェルター（小学校兼サイクロンシェルター）38棟（延べ面積23,517

㎡、全教室数114）を建設する。 

（４）投入（インプット） 

ア 日本側： 無償資金協力 9.58 億円 

イ 「バ」国側：本無償資金協力案件の実施に係わる負担額： 2.20 億円 

負担内容は、支障構造物の取壊し・撤去、税金等である。 

（５）実施体制 

主管官庁：地方自治･地域開発･組合省（MLGRD&C） 

実施機関：地方自治技術局(LGED) 

運営官庁：初等・大衆教育省(MoPME) 



 

A-5-2 

 
４．無償資金協力案件の内容 

（１）サイト 

バングラデシュ人民共和国、ポトゥアカリ・ボルグナ・ピロジプール・バゲルハット県

（２）概要 

多目的サイクロンシェルター（小学校兼サイクロンシェルター）38 棟（延べ面積 23,517

㎡、全教室数 114）を建設 

（３）相手国負担事項 

・ 環境社会配慮 （用地取得） 

・ 支障建造物取壊し・撤去 

・ 税金負担 

・ 銀行手数料 

・ 施工監理協力 

（４）概略事業費 

概略事業費 11.78 億円 （日本側負担 9.58 億円、「バ」国側負担 2.20 億円） 

（５）工期 

入札期間を含め約 22 ヶ月（予定） 

（６）貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 

男女の区別を明確にするイスラムの教えが厳しい地域であり、男女のトイレを明確に分

離した。 

 

５．外部要因リスク（プロジェクト全体計画の目標達成に関して） 
（１）想定を超えるサイクロン、地震が襲来しない。 
（２）政情不安、暴動等が起こらない。 

６．過去の類似案件からの教訓の活用 
過去の無償資金協力による多目的サイクロンシェルターの設計を参考とした。 

７．プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 
（１）プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

 

 
（２）その他の成果指標 

なし 
 

（３）評価のタイミング 
2010 年（事業終了時）以降 
 

 2008 年 
（本計画実施前） 

2010 年 
（本計画実施後）

1.5km 以内のサイクロンシェルター

に避難が可能な人口 2,300 人 64,500 人 
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6. 収集資料リスト 

調査名： バングラデシュ国サイクロン「シドル」被災地域多目的サイクロンシェルター建設計画（防災・災害復興支援無償プログラム型）概略設計調査 

番号 名 称 
形態 

図書・ビデオ・地図

・写真等 
ｵﾘｼﾞﾅﾙ･ｺﾋﾟｰ 発  行  機  関 発行年 

1 Millennium Development Goals 
Mid-Term Bangladesh Progress Report 2007 図書 オリジナル Planning Commission 2007 

2 Annual Development Programme 2007-2008 図書 オリジナル Planning Commission 2007 

3 Annual Report of LGED 2006-07 図書 オリジナル LGED 2008 

4 Population Census-2001 
Community Series, Zila:  Barguna 図書 オリジナル Bangladesh Bureau of Statistics 2006 

5 Population Census-2001 
Community Series, Zila:  Bagerhat 図書 オリジナル Bangladesh Bureau of Statistics 2006 

6 Population Census-2001 
Community Series, Zila:  Patuakhali 図書 オリジナル Bangladesh Bureau of Statistics 2006 

7 Population Census-2001 
Community Series, Zila:  Pirojpur 図書 オリジナル Bangladesh Bureau of Statistics 2006 

8 Analysis of Schedule of Rates for Civil Works 図書 オリジナル Public Works Department 2006 

9 Bangladesh National Building Code 2006 図書 オリジナル Ministry of Housing and Public Works 2006 

 



 

 

 

 

 

7. サイト配置計画図 
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